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国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
二

十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
す
べ
て

の
人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
学

生
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
学
生
に
は
、
学
生
本

人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
。 

▽
対
象
者
は
？ 

　
大
学
（
大
学
院
）
、
短
大
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
お
よ
び
各
種
学
校
等
に
在
学

す
る
二
十
歳
以
上
の
学
生
（
夜
間
・

定
時
制
・
通
信
制
の
学
生
も
含
ま

れ
ま
す
）
で
あ
っ
て
、
本
人
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
方 

▽
申
請
手
続
き
は
？ 

　
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
・
出
張

所
・
連
絡
所
・
支
所
へ
次
の
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
①
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
、

②
印
鑑
（
み
と
め
）
、
③
基
礎
年

金
番
号
の
わ
か
る
も
の
、
④
各
種

学
校
に
通
う
学
生
は
、
修
業
年
限

が
一
年
以
上
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
も
の 

※
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。 

▽
承
認
を
受
け
る
と
・
・
・ 

　
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
年
度
末

（
三
月
）
ま
で
の
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
、
卒
業
後
に
後
払
い 

で
き
ま
す
。 

　
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金

を
受
け
取
る
た
め
の
必
要
な
期
間

に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。 

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け

た
期
間
は
、
十
年
以
内
で
あ
れ
ば

遡
っ
て
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
将
来
受
け
取
る
老

齢
基
礎
年
金
を
満
額
に
近
づ
け
た

い
人
は
、
お
早
め
に
追
納
し
ま
し

ょ
う
。
二
年
以
上
経
過
し
た
後
に

追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険

料
に
一
定
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。 

 

▽
問
い
合
わ
せ
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０
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８
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国
体
に
向
け
て
組
織
を
一
本
化 

　
　
　
南
あ
わ
じ
市
実
行
委
員
会
が
設
立 

淡
路
人
形
を
操
り
交
通
安
全
を
呼
び
か
け 

　
　
　
三
原
中
学
校
郷
土
部
が
協
力 

平
和
へ
祈
り
を
さ
さ
げ
、
戦
没
者
追
悼
式 

南
あ
わ
じ
市
四
役
が
職
員
に
訓
示 

　
来
年
、
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ

る
第
六
十
一
回
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国

体
の
南
あ
わ
じ
市
に
お
け
る
運
営

組
織
、
「
南
あ
わ
じ
市
実
行
委
員

会
（
中
田
勝
久
会
長
）
」
が
四
月

五
日
、
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
合
併
前
に
は
、
西
淡
町
と
南
淡

町
で
実
行
委
員
会
組
織
が
設
立
さ

れ
お
り
、
緑
町
、
三
原
町
で
も
そ

れ
ぞ
れ
国
体
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
一

本
化
し
再
編
さ
れ
ま
し
た
。 

　
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
相
撲
競
技
、

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
、
少
年
野
球
、
少

年
相
撲
、
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
実
行
委
員
会
は
各
ス

ポ
ー
ツ
団
体
役
員
や
宿
泊
・
観
光

関
係
者
、
運
送
、
警
備
、
保
健
、

医
療
な
ど
の
専
門
分
野
の
関
係
者

百
八
十
八
人
で
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
同
日
、
南
淡
公
民
館
で
開
か
れ

た
総
会
で
は
、
実
行
委
員
会
規
約

や
、
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
の
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
（
24
面

に
関
連
記
事
） 

　
春
の
交
通
安
全
運
動
初
日
の
四

月
六
日
、
南
あ
わ
じ
市
交
通
対
策

協
議
会
が
国
道
28
号
中
山
峠
（
広

田
）
で
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し

た
。
三
原
中
学
校
郷
土
部
員
二
十

二
人
も
応
援
に
駆
け
付
け
、
淡
路

人
形
を
操
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
同
協
議
会
は
市
と
南
あ
わ
じ
交

通
安
全
協
会
、
南
あ
わ
じ
自
家
用

自
動
車
協
会
、
南
あ
わ
じ
警
察
署

で
構
成
。
交
通
事
故
の
防
止
に
向

け
、
各
地
区
で
街
頭
啓
発
や
交
通

安
全
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、
郷
土
部
員
が
特
設

舞
台
で
戎
舞
を
披
露
し
て
交
通
安

全
を
祈
願
。
そ
の
後
、
五
体
の
淡

路
人
形
を
操
り
な
が
ら
、
交
通
安

全
協
会
婦
人
部
員
ら
が
作
っ
た
折

り
鶴
マ
ス
コ
ッ
ト
等
を
ド
ラ
イ
バ

ー
に
手
渡
し
、
安
全
運
転
を
訴
え

て
い
ま
し
た
。 

▼
南
淡
庁
舎
に
設
置
さ
れ
た
「
南
あ
わ
じ
市 

　
実
行
委
員
会
事
務
局
」
看
板 

▼
恒
久
平
和
を
祈
る
遺
族
ら 

▼
職
員
へ
訓
示
す
る
中
田
市
長（
三
原
庁
舎
） 

▼
人
形
を
操
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転 

　
を
呼
び
か
け
る
三
原
中
学
校
郷
土
部
員 

市  

政  

ひ  

ろ  

ば

学
生
の
み
な
さ
ん
へ
！
 
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？
 

年
金
だ
よ
り

　
南
あ
わ
じ
市
戦
没
者
追
悼
式
典

が
四
月
八
日
、
西
淡
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
遺
族
ら
お

よ
そ
七
百
人
が
参
列
し
、
南
あ
わ

じ
市
出
身
の
戦
没
者
二
千
四
百
九

十
九
柱
の
英
霊
に
献
花
し
て
、
祈

り
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
黙
祷
、
中
田
勝
久

市
長
の
式
辞
に
続
き
、
市
遺
族
会

長
の
森
崎
英
毅
さ
ん
が
「
平
和
の

尊
さ
と
戦
争
の
愚
か
さ
を
若
い
世

代
に
語
り
つ
い
で
い
く
こ
が
、
私

た
ち
の
責
務
で
す
」
と
恒
久
平
和

を
誓
い
、
追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。 

　
南
あ
わ
じ
市
四
役
（
市
長
・
助

役
・
収
入
役
・
教
育
長
）
お
よ
び

部
長
が
、
毎
月
一
回
（
月
初
め
の

平
日
）
、
五
つ
の
分
庁
舎
（
中
央
・

緑
・
西
淡
・
三
原
・
南
淡
）
で
、

職
員
を
対
象
に
し
た
朝
礼
を
四
月

四
日
か
ら
始
め
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
市
長
ら
の
考
え
を
直

接
職
員
に
伝
え
る
の
が
目
的
。
分

庁
舎
で
は
、
市
長
ら
特
別
職
と
職

員
が
直
接
顔
を
合
わ
す
機
会
が
減

っ
た
た
め
、
定
期
的
に
朝
礼
を
行

い
、
市
政
や
職
員
の
服
務
な
ど
に

つ
い
て
訓
示
し
ま
す
。 

　子育てにかかる保護者の経済的
負担を少しでも軽減するとともに、すこ
やかに生み育む環境を整えるため、保
育所、幼稚園の保育料を次のとおり
無料化します。 
◆保育所 
　児童が同時に２人以上入所してい
る場合、最も年齢の低い児童の保育
料金のみの負担となります。 
　※双子の場合、異なる保育所に通
　　所する場合等は、お問い合わせ
　　ください。 
　福祉課（緑庁舎）☎４４－３００２ 
◆ 市立幼稚園 
　園児が同時２人以上入園している
場合、園児１人分の保育料金のみの
負担となります。 
　詳しくは、学校教育課（西淡庁舎）
☎３７－３０１８ 

【申請に必要な書類】 
①在職または在学証明書（通学証明書も可） 
②助成金の対象となる定期券の写し 
③通勤・通学者交通費助成金交付申請書（様式第１号） 
④通勤手当支給額証明書（様式第２号） 
⑤請求書兼振込依頼書（様式第３号） 
※年度内の継続申請の場合、①の添付は省略できます。 
※様式第１～３号（③～⑤）については、各庁舎の総合窓口センターおよび南あわじ市
のホームページで取得することができます。 
［問い合わせ］ 
まちづくり・防災課　☎50-3035

　「南あわじ市島外通勤・通学者交通費助成金交付要綱」が改正され、島内
での通学者も助成の対象となりました。 

通勤・通学者交通費助成金交付制度が拡大

①本市に居住し、本州または四国へ
高速バス・船舶を利用して通勤また
は通学する方。 
②本市に居住し、一般路線バスの利
用だけでは通学が困難であるため、
高速バスを利用して島内の学校へ通
学する方。 
※ただし、①②ともに定期券を購入
して通勤・通学する方に限る。 

・高速バス路線（ただし、高速バス
のバス停から高速舞子または小鳴門
橋バス停までの区間） 
・船舶の航路（ただし、島内の乗船
場から次の乗船場までの区間） 

本市に居住し、本州または四国へ高
速バス・船舶を利用して通勤または
通学する方。 
※ただし、定期券を購入して通勤・
通学する方に限る。 

・高速バス路線（ただし、高速バス
のバス停から高速舞子または小鳴門
橋バス停の区間） 
・船舶の航路（ただし、島内の乗船
場から次の乗船場までの区間） 

改　正　前 

助成対象 
区間 

交付 
対象者 

改  正  後 

保育料が無料に 

（平成17年4月1日以降） 

平成17年 
4月1日より 

ひ
で
き 

3歳児 

● 

 

● 

● 

通所児童数 

2人 

3人 

4歳児 

○ 

● 

 

○ 

5歳児 

 

○ 

○ 

○ 
●…負担いただく保育料 
○…無料となる保育料 
上記は一例。3歳児未満の場合も適用があります。 


